



生徒が 40 名以上の小学校が 3 校ありました。
　また、担当教員の日本語教室に関する経験年数
については興味深い数字を得ることが出来ました。
今年度を含め経験年数が 3 年以内の教員は 55 名










































































































ら「介入参画」が始まりましたが、習得に 6 ～ 7
年かかると言われる「学習用語」が学力の向上の
ための大きなネックとなっていること。日本語は生
活用語・説明用語・専門用語の三層構造になって
いて、後者ほど抽象性を帯びていることなどの説
明がありました。また、進学に関しては、明示的
情報（文書化できる情報）と黙示的情報（公には
伝えられない情報）とがあり、外国人生徒には後
者が伝わらないため受験競争上不利になると言う
ことでした。また、最後に「多文化共生」は異文
化理解と同時に自文化（日本文化）認識が進むこ
とで実現に向かうと言うことでした。
　以上、3人のパネラーの発表をごく簡単にご紹
介しましたが、外国人児童生徒支援のためにとて
も参考になる内容の発表でした。今後の研究及び
教育実践に生かしていきたいと思います。
私は、大学１年生のときに「外国人児童生徒教
育支援ボランティア派遣事業」に参加しました。
初めて異国でボランティア活動に参加したので、
最初にとても不安を感じました。「何をサポ トーす
ればいいか、どういうふうにサポートすればいい
か」といろいろ心配しました。しかし、日常会話
から、その子の考えや気持ちを少しずつ知ること
ができるようになりました。
昨年の９月からは、宇都宮市立陽東小学校で
中国と日本のハーフの高学年の男の子を支援して
宇都宮大学教育学部学校教育学科３年
力になれたらいいなあ
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